
 

  

 

3 月12 日（木）に沖縄森林管理署と当センターの主

催で、森林環境教育の拠点施設として、平成20 年度に

仲間川の支流の北舟付川（ニシフナツキカワ）に隣接

するマングローブ林及びサガリバナ林内に整備されて

いる木道（延長 150ｍ）等の利用を希望する者を対象

に「木道利用に係るガイド講習会」を開催し、41 名の

方々が受講されました。 

今回の講習会では、初めての人と 2 回目以降の人を

区分して講習会を行うこととしました。つまり、初め

て講習を受講される人に対しては仲間川の自然や法的

規制などに関する様々な基本的情報を提供して、当該 

 

 

 

地域に対する理解を深めてもらうようにしました。そ

の後、講習が2回目以降の人と一緒に西表島を巡る様々

な状況や木道の利用に当たっての基本的な注意事項な

どを伝えました。 

今後、講習を受講した人たちが、設置されている木

道を有効に利用して、訪問者に対して西表島の豊かな

自然への理解を深められるようになることを期待して

います。 

 

3 月9 日（月）に仲良川流域において発生している

マングローブ林倒伏被害地の調査を実施しました。 

調査の結果、西表国有林 155 い林小班において

0.70ha の倒伏被害地を確認しました。倒伏した種は

オヒルギで支流に沿って軟弱地盤な箇所で発生して

いました。 

これで倒伏箇所の調査は、既に調査を終えた仲間川

支流の2 箇所（民有地3.53ha、国有林1.85ha）を

含め 3 箇所となりすべての被害地の調査が終了し概

要が明らかとなりました。 
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クチナシ 

本州の静岡県以西から南西諸島の低地から山地の林縁に生育し、高さ

1-2m の常緑の低木で、全体に毛はありません。葉は長さ 5-12 ㎝、幅
2.5-5 ㎝です。花は香りのある白色で、花びらの径は5-6 ㎝で6 つに裂

けて咲きます。実は液果で楕円形長さ2.5-3 ㎝、幅1.8-2 ㎝、橙黄色に

熟します。庭木として栽培されて、中には花の径が6-7 ㎝のものもあり
ます。果実が熟しても割れないため、「口無し」という和名の由来とな

っている説もあります。 

ガイド講習会 

平成27 年5 月13 日



この倒伏被害の原因は、八重山地方を襲った観測史

上 1・2 位の最大風速 65～70ｍを記録した平成 18

年9 月の台風13 号及び平成19 年9 月の台風12 号

によるものです。このことは、経時の空中写真におい

ても確認されます。 

今後は、生じたギャップがどのように再生していく

かを継続的に調査し、関係機や有識者への情報共有な

どを図りながら更新の進捗を確認していくこととし

ています。 

 

2月期の利用状況調査をヒナイ川は2月9日（月）、

西田川は2 月10 日（火）に実施しました。結果、ヒ

ナイ川はカヌーツアーが6 組、利用者が18 名（ガイ

ド含む）、西田川は徒歩での利用客が1 組、利用者は

2 名でした。 

ヒナイ川の調査日はこの冬一番の冷え込みで利用

客がいるのか心配でしたが、半数の組が滝の上まで行

く客でした。一方西田川は、地元の宿泊施設に勤務し

ている人と、西表島には観光で数回来ている人でした。 

また、3 月期のヒナイ川流域における利用状況調査

を3 月10 日(火)に実施しました。結果、カヌーツア

ー9 組で利用者は31 名（ガイド含む）でした。 

ピナイサーラの滝の水量も以前のように回復して

いました。ヒナイ川の26 年度1 年間のカヌーツアー

の利用実績は27 業者151 組673 名（ガイド含む）

の利用がありました。 

 

平成26 年度の外来種ソウシジュ(白浜地区)のモニ

タリング調査を、平成27 年1 月20 日に実施しまし

た。この調査は、外来種であるソウシジュが、西表島

西部の白浜を起点とする旧白浜林道の奥深い内陸地

に侵入していますが、その生育状況がどのようになっ

ているか、毎年度モニタリングしているものです。 

ソウシジュの生育状況は昨年の調査と比較して状

況は変わりませんでした。 

また、調査プロットの４区域内においては稚樹の発

生は確認できなかったことから、全体として衰退の方

向に向かっていると思われます。 

しかしながら、4 箇所の調査地区以外の森林が空け

た場所では、ソウシジュの幼木が数カ所で確認されま

した。今後とも推移を見守ることが必要であることを

再認識しました。 

 

 

 

 

 

  

調査風景 

仲間川の被害地 

那覇からの利用者 



1 月15 日（木）に、西表島の中野わいわいホール
において、「浦内川及び仲良川流域におけるマングロ
ーブ林立ち枯れ調査」の地元説明会を実施しました。 

この調査は、平成21 年に浦内川及び仲良川流域の

5 箇所で確認したオヒルギの立ち枯れについて、平成

22 年度から 25 年度まで生育状況等の調査を行った

ものです。 

説明会では、4 年間の調査内容と立ち枯れ原因につ

いて説明を行うとともに、関連して仲間川の台風被害

地の状況についても報告しました。 

今後も、当センターが行っている各種調査について

取りまとめを行い、地元説明等を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
外来種とは？ 

明治以降に日本に移入導入された生物を外来種といい、分布域や生息・生育区域を拡大して生態系に重大な影響を与えることがあり

ます。 

国際自然保護連合（IUCN）とは？ 
1948 年に創設された、国際的な自然保護団体である。国家、政府機関、NGO などを会員とする。本部はスイスのグ

ランにある。日本は 1978 年に環境庁が日本の政府機関として初めて加盟、1995 年に国家会員として加盟した。 

世界の侵略的外来種ワースト100 とは？ 
国際自然保護連合（IUCN）の種の保全委員会が定めた、本来の生育・生息地以外に侵入した外来種の中で、特に生

態系や人間活動への影響が大きい生物のリストである。） 

 

日本では 1970 年代から沖縄の各地に緑化植物として導入さ

れ、野生化している。世界的にはマングローブや海岸植生といっ

た希少な自然環境に侵入し、在来種や生態系を脅かしており、侵

略的な外来種となっている。また、農耕地では雑草として嫌われ

ている。 

こうした悪影響から、国際自然保護連合（IUCN）では本種を

世界の侵略的外来種ワースト 100 のひとつに選定している。日

本でも外来生物法により要注意外来生物に指定している。 

刈り取った断片から発根して拡大するため、抜き取りによる防

除が必要となる。 

 

  
（キク科  Sphagneticola trilobata） 

地元説明会 

お世話になりました。林野庁勤務の最後の２年間を当センターで

過ごし、自分で培ってきた国際協力業務との接点が日本にも存在す

ることが分かりました。一方、国有林野事業も一般会計となり、さ

らなる変革を求められることになると思います。成熟期を迎えてい

る森林を生かすためにも今後の取組が重要になってきますので、今

後の皆さんの一層の活躍を祈念して、退職の挨拶とします。 

 

沖縄県内での勤務は初めてで、保全センターの業務（生態系）関

係も初めてです。西表の亜熱帯の照葉樹林は、私にとって経験した

ことない森林生態系であり、また、希少種の宝庫でもあります。 初

心に返って、この西表の豊かな自然環境の保護に邁進して行きたい

と思います。地元の皆様や関係行政機関等との連携を図りながら、

様々な保全活動に積極的に取り組んで行きたいと思いますのでよろ

しくお願いします。 

所長  井田 篤雄（いだ あつお） 

所長  井上  誠（いのうえ まこと） 
前任地：宮崎北部森林管理署長 

 



 

 

区 分 草本類       

分 布 
石垣島、西表島、台湾、 
フィリピン 

葉 の 形 狭長楕円形 

葉 の 縁 全縁 

葉 の 先 鋭形 

区 分 草本類       

分 布 
本州（紀伊半島、伊豆諸島）、四国、
九州、沖縄、中国、台湾 

葉 の 形 狭長楕円形 

葉 の 縁 全縁 

葉 の 先 鋭形 

葉 の 種 類  

葉 の 付 方  

葉 の 基 部 くさび形 

実 の 種 類 蒴果 

花 ・ 萼 色 黄白色 

 

 

説 

 

 

明 

山林内に生育し、高さ1-3m、常緑の多年生の

草本です。葉は長さは 30-40 ㎝です。花は円錐

花序の黄色を帯びた白色です。アオノクマタケラ

ンと比べ、花茎が枝状となり、花の付き方が違い

ます。実は球形で径5-6 ㎜程度、熟すと橙黄色に

なります。 

 

 

説 

 

 

明 

山林内に生育し、高さ1-2mの常緑の多年生の

草本です。葉の表面には光沢があり、長さ30-50

㎝です。花は総状花序で白色、上を向いています。

実は球形で径1 ㎝程度です。本種は葉の縁に毛が

ないこと、花のつき方が違うことから、クマタケ

ランと区別することができます。 

葉 の 種 類  

葉 の 付 方  

葉 の 基 部 くさび形 

実 の 種 類 朔果 

花 ・ 萼 色 白色で淡い紅色 
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